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層
強
化
学
潜
」
も
詳
し
偽
頭
晩
輯
郡
進
啜
潔

多
様
な
問
題
を
あ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
ア
ル
ゴ

一
段
と
進
化
し
て
い
く
将
来
に
つ
な
が
る
、
長

ギ
争

才

７

「正
解
」を
導
く
メ
カ
ニ
▲

断鳴齢陶賠冷革者'It

宝鞠

ー

不  f 刀時    雫里 デ′ 建建

五十嵐 隆氏推薦′
国立成育医療研究センター理事長

世界の人々の姿を視覚を介して振り返ることは、
これからの世界を深く考える契機となる。

西村書店の新刊

た
方
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
す
れ

ば
、
我
々
の
安
全
保
障
は
高
ま

る
こ
と
に
な
る
」

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
ス
ト
ル
テ
ン
ベ

ル
グ
事
務
総
長
は
１８
日
、
フ
ィ

■
面
か
ら
続
く

山
梨

に
あ

っ
た
米
軍
基
地

は
、
相
次
ぐ
事
件
や
登
山
道
を

ま
た
ぐ
砲
撃
訓
練
で
高
ま

っ
た

住
民
の
反
対
運
動
を
背
景
に
１

９
５
８
年
、
返
還
さ
れ
た
。

「知
ら
な
か

っ
た
こ
と
が
恥

ず
か
し
い
」

「沖
縄
で
は
今
も

起
き
て
い
る
問
題
。
自
分
事
と

し
て
考
え
た
い
」

山
梨
日
日
新
聞
に
は
予
想
外

の
反
響
が
届
く
。
報
道
部
長
の

前
島
文
彦
さ
ん
（４４
）
は

「足
元

の
歴
史
を
見
つ
め
る
こ
と
で
、

離
れ
た
沖
縄
や
日
本
社
会
の
今

と
、
フ
イ
ン
ラ
ン
ド
の
現
役
兵

力
は
１
万
９
２
５
０
人
。
同
国

で
は
・８
歳
以
上
の
男
子
に
兵
役

を
課
し
て
お
り
、
予
備
役
は
２３

万
８
千
人
に
の
ぼ
る
。
ス
ウ

ェ

の
米
兵
が
駐
留
す
る
同
国
に
は

日
本
と
同
様
、
米
軍
の
運
用
に

関
す
る
地
位
協
定
が
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
で
は
事
故
を
き

っ

か
け
に
米
軍
機
の
飛
行
高
度
や

時
間
に
強
い
制
限
を
か
け
た
。

な
ぜ
、
可
能
な
の
か
。
元
首
相

は
即
答
し
た
。

「
こ
こ
は
イ
タ

リ
ア
だ
。
米
軍
基
地
が
あ
る
の

1/81部

そ
ｌヶ
　
さ

僚
喜
が
Ｌ
　
呵
厘
文

Ｔ
ε
ラ
召

り
の
姿
勢
を
取

っ
て
い
る
こ
と

を
踏

ま
え

、

「
責
任
あ
る
役

割
」
を
果
た
す
ょ
う
求
め
た
。

両
氏
の
協
議
は
昨
年
１１
月
以

来
で
、
日
本
側
か
ら
の
申
し
入

れ
で
約
７０
分
間
行
わ
れ
た
。
林

氏
は

「国
内
の
対
中
世
論
は
極

め
て
厳
し
い
」
と
指
摘
し
た
上

で
、

「対
話
を
重
ね
、
協
力
す

べ
き
分
野
で
は
適
切
な
形
で
協

力
を
進
め
、
国
際
社
会

へ
の
責

任
を
と
も
に
果
た
し
て
い
く
べ

き
だ
」
と
述
べ
た
。

尖
閣
諸
島

（沖
縄
県
）
を
は

じ
め
、
東

シ
ナ
海
や
南

シ
ナ

海
、
香
港
、
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
な
ど
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ

い
て

「
深
刻
な
懸
念

」
を
表

明
。
台
湾
海
峡
の
平
和
と
安
定

の
重
要
性
に
も
触
れ
た
。

う
多
国
間
の
枠
組
み
で
交
渉
す

る
こ
と
で
実
現
し
て
い
た
。

講
義
で
研
究
成
果
を
紹
介
す

る
と
、
学
生
の
感
想
に
変
化
が

現
れ
る
。

「地
理
的
な
理
由
だ

け
で
沖
縄
に
置
か
れ
て
い
る
と

思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
違
う
ん

で
す
ね
」

「
ほ
か
の
国
で
移
転

し
た
事
例
が
あ
る
な
ら
」

川
名
さ
ん
は
言
う
。

「歴
史

と
い
う
縦
軸
と
、
海
外
と
の
比

較
と
い
う
横
軸
。
二
つ
の
視
点

か
ら
現
実
を
と
ら
え
直
す
こ
と

に
し
て
●
≦
　
速
テ
σ
ョ
喜
Ｆ
ｌ

力
国
（Ｇ
７
）
外
相
会
合
で
は
中

国
を
警
告
す
る
内
容
を
合
む
共

同
声
明
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

中
国
外
務
省
に
よ
る
と
工
氏

は
２４
日
に
東
京
で
開
催
予
定
の

日
米
豪
印
（ク
ア
ツ
ド
）
首
脳
会

合
な
ど
の
動
き
に
つ
い
て
、
「米

国
指
導
者
（バ
イ
デ
ン
大
統
領
）

訪
問
前
か
ら
、
日
米
が
連
携
し

て
中
国
に
対
抗
す
る
と
い
う
論

調
が
は
び
こ
っ
て
い
る
。
日
米

協
力
は
中
国
の
主
権
や
安
全
を

繁

護

識

静

陥

報

一
方
で
、
「先
人
が
築
い
た
友

好
は
し

っ
か
り
守
る
必
要
が
あ

る
」
と
も
述
べ
、
日
中
国
交
正

常
化
５０
周
年
の
記
念
行
事
開
催

に
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
た
。

（野
平
悠

一
、
北
京
＝
冨
名
腰
隆
）

で
、

『
動

か
な
い
沖
縄

の
基

地
』
に
も
、
現
実
的
で
検
討
可

能
な
選
択
肢
が
見
え
て
く
る
」

＝
お
わ
り

◇

こ
の
連
載
は
木
村
司
、
編
集

委
員

・
谷
津
憲
郎

、
国
吉
美

香
、
福
井
万
穂
、
伊
藤
和
行
、

矢
島
大
輔
が
担
当
し
ま
し
た
。

ご
意
見

・
感
想
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
朝
日
新
聞
福
岡
報
道
セ

ン
タ
ー

（
∽
―
∽
す
ω
肝
出
⑥
ω
∽
ω

Ｊ
卜・０
０
Ｂ
）
ま
で
。

い
た
こ
と
に
あ
る
。
同
様
の
事

件
や
米
軍
機
事
故
は
い
つ
起
き

て
も
お
か
し
く
な
い
。

た
だ
中
国
や
北
朝
鮮
の
脅
威

も
あ
り
、
沖
縄
が
防
衛
面
で
重

要
な
の
は
変
わ
ら
な
い
。
基
地

を
減
ら
す

一
方
、
米
軍
と
自
衛

隊
の
共
同
訓
練
を
増
や
す
べ
き

だ
。
ロ
シ
ア
に
近
い
北
海
道
の

防
衛
力
を
高
め
る
こ
と
も
必
要

と
な
る
。
米
国
と
協
議
し
豪
州

や
韓
国
、
ハ
ワ
イ
な
ど
を
含
め

た
兵
力
の
再
配
置
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。
物
事
を
動
か
す
に

は
環
境
が
整
う
こ
と
が
必
要

だ
。
国
民
全
体
が
安
保
と
沖
縄

の
負
担
軽
減
を
考
え
、
政
府
を

動
か
し
て
い

っ
て
ほ
し
い
。

フィンランド

スウ土―デン

ノルウェー ′ツレ陸
解
決
の
ヒ
ン
ト
沖
縄
の
外
に
も

●

ロシア
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を
受
け
取
る
と
、
そ
う
述
べ

て
歓
迎
し
た
。

そ
の
理
由
の

一
つ
が
、
と
も

に
徴
兵
制
を
と
る
両
国
の
軍
事

力
だ
。
英
国
際
戦
略
研
究
所

を
考
え
て
も
ら
え
た
実
感
が
あ

る
」
と
語
る
。

海
外
に
目
を
向
け
る
こ
と
で

見
え
て
く
る
こ
と
も
あ
る
”

″
０
１
８
年
、
沖
縄
県
庁
職

員
の
山
口
直
也
さ
ん
（４３
）
は
ロ

ー
マ
で
イ
タ
リ
ア
の
元
首
相
、

ラ
ン
ベ
ル
ト

虫
ア
ィ
ー

ニ
氏
と

向
き
合

っ
た
。
約
１
万
３
千
人

報

Ｒ

貴
兵カ

消
え
ゆ
く
基

癖

田中均さん
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Ч

引

研

融
引
獲

て

下

こ

フ

一
方
の
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
、
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
に
通
常
戦
力
で
は
及
ば
な

い
現
実
を
改
め
て
突
き
つ
け
ら

れ
た
。
撮
駈
桐
立
つ
の
が

「核

に
よ
る
桐
喝
」
だ
。

国
家
安
全
保
障
会
議
の
メ
ド

ベ
ー
ジ

ェ
フ
副
議
長

（前
大
統

領
）
は
４
月
、
「
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン

と
フ
イ
ン
ラ
ン
ド
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

に
加
盟
す
れ
ば
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と

接
す
る
陸
上
の
国
境
は
２
倍
以

上
に
な
り
、
地
上
部
隊
や
海
軍

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

主
張
。

「
バ
ル
ト
海
の
非
核
化

は
あ
り
得
な
い
」
と
警
告
し
た
。

ロ
シ
ア
は
今
月
、
カ
リ
ー

ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
州
で
、
核
兵
器
を

は
日
本
だ
け
で
は
な
い
が
、
米

国
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
い
る

お
友
達
は
日
本
だ
け
だ
」

沖
縄
県
は
１７
年
度
か
ら
地
位

協
定
の
各
国
比
較
に
乗
り
出
し

て
い
る
。
山
口
さ
ん
は
、
ベ
ル

ギ
ー
に
も
飛
ん
だ
。
元
空
軍
幹

部
に
は
こ
う
言
わ
れ
た
。

「
な

ぜ
地
方
の
職
員
が
」

「
こ
れ
は

政
府
の
仕
事
じ
ゃ
な
い
の
か
」

墜
落
事
故
現
場
で
、
自
国
警

察
が
優
先
的
に
捜
査
を
す
る
イ

ギ
リ
ス
。
米
軍
や
自
国
政
府
、

地
元
首
長
ら
の
協
議
機
関
が
あ

る
ド
イ
ツ
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど

も
含
め
、
調
査
し
た
６
カ
国
す

搭
載
可
能
な
短
距
離
弾
道
ミ
サ

イ
ル
シ
ス
テ
ム

「
イ
ス
カ
ン
デ

ル
」
の
模
擬
発
射
訓
練
を
行
う

な
ど
、
同
州
を
活
用
し
て

「核

の
力
」
を
露
骨
に
見
せ
つ
け
て

い
る
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
侵

攻
の
前
後
で
、

「
ロ
シ
ア
は
世

界
最
強
の
核
保
有
国
の

一
つ
」

な
ど
と
発
言
。
２
月
下
旬
に
は

戦
略
核
の
部
隊
を
特
別
態
勢
に

す
る
よ
う
命
令
す
る
な
ど
、
欧

米
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

ヘ
の
軍

事
支
援
を
核
抑
止
力
で
瑚
綿
し

て
き
た
。

ロ
シ
ア
の
軍
事
専
門
家
は
今

月
１６
日
、
国
営
ノ
ー
ボ
ス
チ
通

信
に
対
し
、

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

と
の
長
い
国
境
を
防
御
す
る
に

べ
て
で
米
軍
に
国
内
法
が
原
則

適
用
さ
れ
て
い
た
。
山
口
さ
ん

は

「
日
本
で
は
到
底
困
難
と
さ

れ
る
こ
と
が
、
他
国
で
は
当
然

の
権
利
だ

っ
た
。
違
い
を
知
れ

ば
、
地
位
協
定
の
改
定
は
理
想

論
で
は
な
い
と
思
え
て
く
る
」
。

外
務
省
の
担
当
者
は
取
材
に

安
全
保
障
環
境
や
駐
留
の
規
模

が
国
に
よ

っ
て
異
な
る
と
し
て

「比
較
す
る
こ
と
に
意
味
は
な

い
」
と
言
う
。
報
告
書
を
ま
と

め
た
沖
縄
県
に
は
、
全
国
の
自

治
体
や
政
治
家
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
続
い
て
い
る
。

５
月
、
日
米
関
係
や
沖
縄
の

基
地
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
東

京
工
業
大
の
講
義
。

「中
国
の

軍
事
的
脅
威
が
あ
る
か
ら
、
沖

縄

に
基
地
を
置
い
た
方
が
よ

い
」

「移
転
は
現
実
的
で
は
な

い
」
。
感
想
シ
ー
ト
に
は
、
こ

ん
な
書
き
込
み
が
相
次
い
だ
。

担
当

の
川
名
晋
史
准
教
授

（
４２
）
は
ヽ
こ
れ
ま
で
触
れ
て
き

た
意
見
だ
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
を
背
景
に
そ
の
傾
向
が
強
ま

っ
て
い
る
と
感
じ
た
。
専
門
は

国
際
政
治
学
の
安
全
保
障
論
。

米
国
の
内
部
文
書
を
通
じ
、
基

地
の
再
編
を
分
析
し
て
き
た
。

影
響
を
与
え
て
い
た
の
は
軍
事

は
、
か
な
り
の
資
金
と
時
間
が

必
要
だ
」
と
指
摘
。

「人
員
で

も
兵
器
の
量
で
も
は
る
か
に
ロ

シ
ア
を
し
の
ぐ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
や
新

規
加
盟
国
と
の
戦
力
差
を
埋
め

る
に
は
、
西
部
の
部
隊
と
バ
ル

ト
艦
隊
に
核
兵
器
を
移
す
し
か

な
い
」
と
強
調
し
た
。

ロ
シ
ア
は
通
常
戦
力
で
の
劣

勢
を
核
兵
器
で
補
わ
ざ
る
を
得

な
い
だ
け
に
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
軍

事
力
強
化
に
は
敏
感
だ
。
Ａ
Ｆ

Ｐ
通
信
に
よ
る
と
、
３
月
に
は

ロ
シ
ア
の
戦
闘
機
４
機
が
ゴ
ッ

ト
ラ
ン
ド
島
上
空
付
近
で
領
空

侵
犯
す
る
な
ど
、
両
国
加
盟
の

動
き
に
神
経
を
と
が
ら
せ
て
い

る
。

戦
略
だ
け
で
な
く
、
予
算
の
制

約
や
世
論
も
大
き
か

っ
た
。

一
方
、

「沖
縄
の
相
対
化
」

を
目
指
し
、
未
開
拓
に
等
し
か

っ
た
基
地
問
題
の
国
際
比
較
に

も
、
９
人
の
研
究
者
と
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
８
カ
国
の
実
情

を
検
証
し
た
。

ス
ペ
イ

ン
で

は
、
国
内
の
米
軍
基
地
を
イ
タ

リ
ア
に

「国
外
移
転
」
。
米
国

と
の
交
渉
は
難
航
し
た
が
、
二

国
間

で
は
な
く

、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

（北
大
西
洋
条
約
機
構
）
と
い

連載「Fujiと沖縄 本土復帰50年」
が掲載された山梨日日新聞

川名晋史さん   前島支彦さん

「基
地
削
減
交
渉
を
」

米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
返
還

交
渉
を
し
た
田
中
均

・
元
外
務

審
議
官
の
話

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

で
世
界
の
安
全
保
障
体
制
は
変

わ

っ
て
い
く
。
米
国
は
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
を
中
心
と
し
た
欧
州
の
安
保

体
制
を
よ
り
意
識
せ
ざ
る
を
得

ず
、
日
本
も
安
保
体
制
を
見
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

ンつ
。変

化
す
る
環
境
の
中
だ
か
ら

こ
そ
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
を
滅

ら
す
交
渉
を
す
る
べ
き
だ
。
日
´

米
安
保
の
強
化
は
い
っ
そ
う
重

要
で
、

一
つ
の
県
に
過
度
な
負

担
を
強
い
て
い
る
状
況
は
、
そ

の
安
定
性
か
ら
非
常

に
危
う

い
。
普
天
間
返
還
合
意
の
き

っ

か
け
は
、
１
９
９
５
年
の
少
女

暴
行
事
件
で
沖
縄
の
反
米
感
情

が
高
ま
り
、
日
米
両
政
府
が
動

「現
実
的
な
選
択
肢
見
え
る
」

復帰

50
朝日新聞（朝刊） 3面（2022.5.19掲載）沖縄復帰50年
「基地はなぜ動かないのか」④―解決のヒント 沖縄の外にも




